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 本研究は、造⾎幹細胞を体外で安定的に維持し増殖させると
いう課題に対し、応募者がこれまでに積み上げてきた研究活動
の成果を元にして、ミトコンドリアの重要性に注⽬し⽴案され
た独創性・創造性のある研究である。 
 応募者は、これまでの⾻髄における造⾎細胞のニッチ構造の
組織学的及び細胞⾃⼰複製の分⼦機構の解析によって、造⾎幹
細胞が⾃⼰複製能を維持するためには、ミトコンドリアの量的
並びに質的な動態変化が重要であることを⾒いだしている。本
研究は、⽇本が世界をリードする先駆的なものであり、「造⾎幹
細胞を ex vivo で増幅する」という研究成果に結びつくことが期
待できる。 

 
 
 

  


